
松本市歴史文化基本構想策定の進め方（平成２５年度～２９年度）

25
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28

29

年度 庁内等文化財課
市内３５地区

（地区公民館単位）

                        

平成２８年度以降 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
松本市歴史文化基本構
想策定庁内検討委員会 
（委員会・幹事会・部会） 

 
 

文化財課からの状況説明 
 

   
 
 
 
     
      ・各課からの指導・助言 
  ・関連施策への反映 
  ・地区への支援策の検討 

 
 
 
 
 

市内全域の民家を 
主とする建造物の 
悉皆調査 
平成元～６年度に実施し
た調査（対象：明治以前の
建築）の再整理 
→新規対象として築５０年
以上で地域性等の特色あ
る建築物調査  
→長野県建築士会に委託 
実施期間：25～27年度 
 
 

市内全域の樹木を 

主とする植物の 

悉皆調査 
平成１１～１４年度の調

査と、保存樹指定物件の

再整理 
→新規対象として、主に
合併地区の樹木を調査  

→松本市緑化協会に委

託 

実施期間：25～27年度 
 
 

※国庫補助取込み予定 

 第１期調査実施 
  （合併地区を含む２０地区） 

 

 第２期調査実施 
 （１５地区） 

 

地区が主体となって、 

地区の文化資産を、 

まちづくり・地域づくりに活用 

（まちづくり協議会等） 

しっかい 

関連文化財群設定作業部会 

（市内６ブロックの代表者） 
・各地区で設定した関連文化財群を 

  全市域で統合整理 

※必要に応じて、文化財（関連文化財群）の再調査実施 

 文化財調査 
 １年目 文化財把握（悉皆調査） 

 ２年目 関連文化財群の設定 双方の連携を 

密に取る 

 シンポジウム等の開催 

関連文化財群設定委員会 

（有識者とブロックの代表者） 
・作業部会が設定した関連文化財群 
 の学術的な検証 

・調査状況の把握 
・支援対象範囲の検討 

歴史文化基本構想策定 
※策定後は、各文化財（関連文化財群）のより具体的な保存活用（管理）計画に移行 
  文化財保護とまちづくりの手法を組み合わせて効果的に実施 

提案 
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市内３５地区 
 

・各地区公民館を使って文化
財悉皆調査（約11,000件） 
・関連文化財群の設定（165
件） 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

松本市歴史文化基本構想  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  文化財課 
 
 
 
 ・事務局 

 ・各意見・助言等 

  の調整 

 ・シンポジウムの 

  開催 

今後は保存だけでなく、まちづくり、経済活動へつなげていく 

具体化 

○「まつもと文化遺産保存活用協議会」の運営 
 ● 「まつもと文化遺産」の認定 
  ●実施事業に係る国庫補助金の申請と補助対象事業の実施  
 
〇補助金等の交付 
 
○各種文化財保存活用事業の実施       
 
○市登録文化財制度等の運用   
 
   

29年度策定 

マスタープラン 

住   民 行    政 協働 

関連文化財群設定委員会 

（有識者とブロックの代表者） 
 
・作業部会が設定した関連文化財群の検証 

・調査状況の把握 

・支援対象範囲の検討 

・地区の保存活動等への支援策の検討 

・市に期待する支援 

松本市関連文化財群設定作業部会 

（市内６ブロックの代表者） 
 
・各地区で設定した関連文化財群を統合整理 

   松本市歴史文化基本 

 構想庁内検討委員会 
   （庁内関係部局） 
 
 

・各課からの指導・助言 

・関連施策への反映 

・地区への支援策の検討 
 

住民が主体となっ
て、地域の文化資
産を、まちづくり・
地域づくりに活用 

※ ３０年度に検討した支援策や事業の実施 

結果 

提案 

協働 連携 

意見 

 

 

３０年度 ３１年度以降 

歴史文化を活かした
まちづくりのための庁
内連携体制の構築 
（文化振興課・観光温
泉課・地域づくりセン
ター・公民館 等） 

建設部との 
連携 

文化財群ごとの 
個別計画策定・ 

支援策の整備 

○「まつもと文化遺産保存活用協議会」の設置と運営 
 ● 「まつもと文化遺産」の認定要件等の検討     

     ・ 認定のための具体的な要件を検討 

    （要件が整ったものについては３０年度中に初回の認定を行う） 

   ・ 認定後の関係団体への支援策の検討（活動補助） 

  ● 文化財を核としたまちづくり・地域づくりのために必要な事業等の検討 

 
※「まつもと文化遺産」 

  地区が設定した関連文化財群の中で「一定の要件」を満たすものを認定 

 

〇 補助金等の支援策を整備      ※ 財源については財政課と協議 

   文化財群の整備や活用を支援するために必要な補助金等の支援策及び庁内連 

    携体制を検討し、所要の整備を行うもの 

 

○ 市登録文化財制度等新設の検討 
   近代遺産の保全活用施策等に対応するため、文化財のゆるやかな保護施策とし 

   て、市登録文化財制度等の新設を検討するもの。（「歴史的風致維持向上計画」  

 （都市政策課）に関する政策の文化財面でのサポート） 

公民館活動が 
盛んであり、 
大きく調査を 
できる体制が 
整っていた。 
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